
ケアに携わっている方なら、「忘れがたい事例」の1つや2つ、胸に秘めているのではないで
しょうか。それを振り返って整理してみる…それが事例研究です。

一方、ただ、思いつくままに経験談を記していくのでは、単なる作文や感想文のようになっ
てしまう。そんな悩みにこたえられる研究方法として「ケアの意味を見つめる事例研究＝
Case Study to Focus on the Meaning of Care：CMC」を開発しました。

もともと、素晴らしいケアの実践を目の前にした感動、なんとかその素晴らしさを共有し、み
んなでよりよいケアを実践できるようになりたい！という素朴な願いから、CMCの開発は始
まりました。CMCを用いて多くの方が事例研究に取り組んでくださったら、よいケアは拡がる
はず。今回は、CMCの進め方の紹介を通し、事例研究の意義について皆さんと共に考えて
みたいと思います。
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4月発刊の「ケアの意味を見つめる事例研究
－実践の知を探求する研究方法論－」に基
づいて講演します。
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